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要旨 

 

 本県の公共用水域（河川，海洋等）における水質の変動状況を把握するため，昭和 46 年度から平

成 26 年度までの生物化学的酸素要求量（BOD）の測定結果を地点ごとに取りまとめた． 

その結果，県内においては，都市部，山間部を問わず，平成 10 年頃まではほぼ一様に水質の浄化

が進んだ結果，山間部では報告下限値となり，都市部ではその後も緩やかに浄化が進んでいる状況な

どが確認できた． 
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はじめに 

 

昭和 46年 6月 24日に水質汚濁防止法が施行さ

れ，都道府県知事による公共用水域の水質の常時

監視が規定されたため，本県は同法に基づく常時

監視を行ってきた． 

常時監視は，毎年，河川及び海域の環境基準点

を中心に水質測定計画を作成して実施し，平成 27

年度は，県内全域で 242 地点において 76 項目の

測定を実施している 1)． 

本報告では，測定項目のうち生物化学的酸素要

求量（BOD）について，県内の石崎川以北地域の

河川における過去 40 年以上の変動について報告

する． 

 

方 法 

 

１ 調査河川及び地点 

調査対象河川及び調査地点を図 1－1，2－1，3

－1，4－1，5－1，6－1，7－1，8－1 及び 9－1

に示す． 

県内の石崎川以北の地点のうち，「平成 27 年度

公共用水域測定計画」において測定を計画してい

る地点を対象とした． 

 

２ 調査項目 

 有機性物質の汚濁の指標として，最も広く活用

されている項目である生物化学的酸素要求量

（BOD）について，昭和58年度以降は75％値を， 

昭和 46～57年度は一部地点において 75％値の報

告がなかったため年間平均値を用いた．測定値は，

「宮崎県の環境事情 2)」及び「環境白書 3)」にお

いて報告されている値を用いた． 

 

３ 調査対象年度 

 昭和 46年度から平成 26年度までを対象とした． 
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結 果 

 

 各流域ごとに測定地点の地図と，測定地点ごと

の BOD 測定値のグラフを示す．BOD 測定値のグ

ラフの縦軸の最大値は 5mg/L を基本とし，それよ

り高い値が報告されている地点についてはその度

合いに応じて 10～100 mg/L としている． 

 

１ 大野川，五ヶ瀬川上流域 

 大野川および五ヶ瀬川上流域の測定地点を図 1

－1 に，BOD 測定値を図 1－2 に示す． 

 全域的に昭和 50 年代以前は 1～2mg/L の値が

検出されていたが，徐々に改善され，平成 10 年

頃にほぼ報告下限値（0.5mg/L）となり，その後

は報告下限値付近の値を維持することができてい

る．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－1 測定地点（大野川，五ヶ瀬川上流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－2 BOD測定値（大野川，五ヶ瀬川上流域）＜単位：mg/L＞ 
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２ 五ヶ瀬川中下流域（北川，祝子川流域を含む．） 

五ヶ瀬川中下流域（北川，祝子川流域を含む．）

の測定地点を図 2－1 に，BOD 測定値を図 2－2

に示す． 

この流域においても，前述の五ヶ瀬川上流域と

同様に，平成 10 年頃を境に，ほぼ報告下限値

（0.5mg/L）となっている地点が多い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－1 測定地点（五ヶ瀬川中下流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－2 BOD測定値（五ヶ瀬川中下流域）＜単位：mg/L＞ 
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３ 五ヶ瀬川河口域 

五ヶ瀬川河口域の測定地点を図 3－1 に，BOD

測定値を図 3－2 に示す． 

前述の 2 つの流域とは異なり，1mg/L 以下に減

少しているものの現在でも報告下限値（0.5mg/L）

となっていない地点が多い． 

また，昭和 50 年代には，『中州合流点左岸から

30m』において，5～8mg/L 程度の値が検出され

ているが，その後は改善し，平成 10 年頃以降は，

上流に位置する『祝子大橋』と同程度の数値とな

っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 測定地点（五ヶ瀬川河口域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－2 BOD測定値（五ヶ瀬川河口域）＜単位：mg/L＞ 
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４ 沖田川流域 

沖田川流域の測定地点を図 4－1 に，BOD 測定

値を図 4－2 に示す． 

沖田川の支流である浜川は，昭和 40年代には，

60mg/L を超える値も検出されている．その後は

改善し，平成 5 年頃以降は，5～8mg/L を推移し

ている． 

『第 2 沖田橋』は，しばしば赤潮が発生してい

る 4)地点であり，年ごとの数値の変動が激しいと

いう特徴を有している．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－1 測定地点（沖田川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－2 BOD測定値（沖田川流域）＜単位：mg/L＞ 
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５ 鳴子川～赤岩川流域 

鳴子川，五十鈴川，庄手川，亀崎川，塩見川及

び赤岩川流域の測定地点を図 5－1 に，BOD 測定

値を図 5－2 に示す． 

この地域は，比較的小規模な河川が多く，1mg/L

程度まで減少しているものの未だ報告下限値

（0.5mg/L）となっていない地点が多い．特に亀

崎川では，昭和 50 年代後半から平成 5 年頃にか

けて，10mg/L を超える値が検出されている．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－1 測定地点（鳴子川～赤岩川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－2 BOD測定値（鳴子川～赤岩川流域）＜単位：mg/L＞ 
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６ 耳川流域 

耳川流域の測定地点を図 6－1 に，BOD 測定値

を図 6－2 に示す． 

五ヶ瀬川上流域，中下流域と同じく，平成 10

年頃を境に，ほぼ報告下限値（0.5mg/L）となっ

ている地点が多い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6－1 測定地点（耳川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6－2 BOD測定値（耳川流域）＜単位：mg/L＞ 
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７ 石並川～小丸川流域 

石並川，水無川，心見川，都農川，名貫川，平

田川及び小丸川流域の測定地点を図 7－1 に，

BOD 測定値を図 7－2 に示す． 

他と比較し早い時期から報告下限値（0.5mg/L）

となっている地点が多く，全般的に水質は良好で

ある． 

 また，小丸川の支流である宮田川では，それ以

外の河川と比較すると，やや数値が高い傾向がみ

られる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7－1 測定地点（石並川～小丸川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7－2 BOD測定値（石並川～小丸川流域）＜単位：mg/L＞ 
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８ 一ツ瀬川流域 

一ツ瀬川流域の測定地点を図 8－1 に，BOD 測

定値を図 8－2 に示す． 

他の水域と比較し，報告下限値（0.5mg/L）と

なっている地点はあまり多くないが，概ね，緩や

かに数値が低下している傾向が確認できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－1 測定地点（一ツ瀬川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－2 BOD測定値（一ツ瀬川流域）＜単位：mg/L＞ 
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９ 石崎川流域 

石崎川流域の測定地点を図 9－1 に，BOD 測定

値を図 9－2 に示す． 

いずれの地点においても，報告下限値

（0.5mcg/L）となっていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9－1 測定地点（石崎川流域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9－2 BOD測定値（石崎川流域）＜単位：mg/L＞ 

 

 

まとめと考察 

 

本県の石崎川以北の公共用水域の測定値（BOD）

を取りまとめた結果，以下のことが考えられた． 

１ 本県の公共用水域の測定値は，都市部，周辺

部を問わず，低下傾向にある． 

２ 過去には，県北地区で高い数値が確認された

ことがあったが，近年は改善されている． 

３ 現在では，大規模河川よりも中小規模河川の

方が数値がより高い傾向にある． 
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